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長房話題★あれこれ
●記事は、2・ 3・ 4頁にあります

長房台自治会、創立60周年記念式典
「私の趣味」吉村靖夫さんの全国歩行軌跡

住民協管外研修、大谷資料館採掘現場跡         健康、医療体操の自彊術(じ きゅうじゅつ)
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穏
や
か
な
中
で
令
和
三
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
も
住
民
協
の
諸
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
は
台
風
十
五
、
十
九
号
に
よ
る
豪
雨
大
災
害
が
あ
り
、
未

だ
に
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

い
つ
大
地
震
や
大
洪
水
が
起
き
る
か
予
断
で
き
ま
せ
ん
。
改
め

て
情
報
把
握
と
そ
の
的
確
な
判
断
の
大
切
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。

住
民
協
の
活
動
は
、
地
域
の
連
携
を
強
め
、
情
報
交
換
の
場
と
し

て
活
用
で
き
ま
す
。

二
十

一
回
目
の

「長
房
ふ
れ
あ
い
端
午
ま

つ
り
」
は
人
と
の
繋

が
り
を
強
め
、
地
域
の
輪
の
広
が
り
を
大
き
く
す
る
良
い
機
会
で

す
。
ま
た
こ
の
地
で
育

つ
て
い
る
子
ど
も
達
に
も
心
に
残
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
ま
つ
り
が
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
事
は
大
切
で
す
。

「長
房
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
」
は
長
房
町
会
、
伊
藤
完
夫
妻
の
熱

意
に
よ
り
毎
回
５０
名
程
の
参
加
が
あ
り
、
盛
況
と
な

つ
て
い
ま
す
。

次
回
は
４
頁
に
案
内
を
載
せ
て
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
３
回
開
催
し
た
星
空
観
望
会
も
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、

好
評
で
し
た
。

こ
れ
等
の
こ
と
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、
役
員
の
高
齢
化
も
あ

り
、
若
手
の
参
加
が
な
け
れ
ば
出
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
重
要

課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
も
住
民
協
役
員
、
市
民
セ
ン
タ
ー
職
員

一
同
し
つ
か
り
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ご
家
族
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

健康、医療体操の自彊術(じ きゅうじゅつ)

★長房住民協議会のホームページ………「長房市民センター住民協議会だより」で検索してください。
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広報 長 房 住 民 協 (2)

長
雇

目
運

散
策
記
・２８

今
ま
で
散
策
記
で
は
長
房
町
周

辺
の
場
所
、
地
域
を
紹
介
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
年
代
、
歴

史
に
区
切

っ
て
見
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

散
策
記
２２
（
５６
号
）
で
２
０
１
７

年
９
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
た

『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』
を
紹
介
し
ま
し

た
。
放
送
で
は
高
尾
山
が
ど
の
よ

う
に
し
て
で
き
た
の
か
を
説
明
し

て
い
ま
し
た
。
先
ず
、
は
じ
め
に

船
田
丘
陵
（長
房
台
地
と
も
言
う
）

か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

約
１
億
５
千
年
前
（白
亜
紀
・恐

竜
が
活
躍
し
た
頃
）
日
本
列
島
は お

ロ
ニ
陵
は
扁
状
台
地

長
房
町
会

　
伊
藤

完

海
の
底
で
し
た
。
長
い
時
間
を
か

け
て
陸
地
に
な
る
海
洋
プ
レ
ー
ト

を
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
下
に
潜

る
よ
う
に
押
し
上
げ
、
陸
に
な
る

波
状
の
山
と
谷
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
海
洋
プ
レ
ー
ト
は
海
中
で
堆

積
し
た
砂
の
層
（後
に
砂
岩
）
と
泥

の
層
（泥
岩
）
が
重
な
り
合

っ
た
も

の
で

「小
仏
層
群
」
と
呼
ば
れ
ま

す
。
こ
の
山
は
５
千
万
年
前
に
で

き
た
丹
沢
連
峰
と
同
じ
よ
う
に
１

千

ｍ
以
上
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
曲
げ
ら
れ
た
山
の
上
の
地

層
は
粗
で
軟
ら
か
く
崩
れ
や
す
い
、

谷
は
密
と
な
り
硬
い
地
層
に
な
り

台
風
１９
号
、
南
浅
川
の
被
害
に
つ
い
て

遊
歩
道
が
あ
ち
こ
ち
で
崩
壊

ま
す
。
何
千
万
年
の
間
に
雨
に
流

さ
れ
硬
い
谷
の
部
分
が
残
り
ま
し

た
。
こ
れ
が
高
尾
山
、
陣
馬
山
か

ら
生
藤
山
ま
で
の
山
々
で
す
。

そ
れ
か
ら
流
さ
れ
た
土
砂
は
扇

状
台
地
を
形
成
し
ま
す
。
何
度
も

繰
り
か
え
さ
れ
る
プ
レ
ー
ト
の
沈

下
、
隆
起
、
火
山
の
噴
火
に
よ
る

地
殻
変
動
、
火
山
灰
が
堆
積
し
た

関
東

ロ
ー
ム
層
が
で
き
、
雨
水
に

よ
る
浸
食
を
重
ね
て
、
関
東
平
野

を
構
成
し
、
東
京
湾
を
形
付
け
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
人
王
子
に
お
け
る
扇
状
台

地
を
、
湯
殿
川
、
南
浅
川
、
城
山

川
、
北
浅
川
、
川
口
川
な
ど
が
、

雨
、
湧
水
を
集
め
、
豪
雨
で
は
暴

れ
川
と
な
り
削
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
河
岸
段
丘

（関
東
で
は

ハ
ケ

令
和
元
年
１０
月
１２
日
、
台
風

‐９
号
が
東
日
本
を
襲
い
各
地
に

多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。長

房
地
区
の
南
浅
川
も
、
増

水
し
た
急
流
で
古
道
橋
か
ら
東

横
山
橋
ま
で
、
４
箇
所
の
護
岸

が
崩
れ
ま
し
た
。
睦

（む
つ
み
）

橋
は
橋
桁
ご
と
３０
メ
ー
ト
ル
も

下
流
に
流
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
Ｈ
月
ょ
り
復
旧
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
古
道
橋
付

近
の
３
箇
所
は
昨
年
末
に
終
了
、

冨
士
森
高
校
対
岸
の
遊
歩
道
工

事
は
、
今
年
３
月
頃
に
は
完
了

す
る
予
定
で
す
。

睦
橋
の
修
復
は
崩
落
の
恐
れ

が
あ

っ
た
多
摩
川
の
日
野
橋
の

工
事
が
終
了
次
第
と
い
う
こ
と

で
、
か
な
り
遅
れ
そ
う
で
す
。

今
回
の
浅
川
増
水
で
、
長
房

町
会
、
長
房
自
治
会
に
避
難
所

設
置
の
告
知
が
出
ま
し
た
。
し

か
し
、
避
難
場
所
の
長
房
小
学

校
が
満
杯
に
な
り
、
後
か
ら
来

た
人
が
入
る
事
で
き
な
か

っ
た

と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
そ
う
で

す
。
緊
急
時

の
対
処
は
よ
く
確

認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
郷
町
会
　
峯
尾
成
夫

甲
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(3) 広報 長 房 住 民 協

と
も
言
う
）
が
で
き
ま
し
た
。

船
田
丘
陵
は
南
浅
川
と
城
山
川

に
挟
ま
れ
た
扇
状
台
地
で
す
。
中

央
を
船
田
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

南
浅
川
の
川
の
中
を
覗
く
と
丸

く
な

っ
た
石
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

薄
茶
色

の
砂
岩
と
灰
色

ｏ
黒
み
が

か

っ
た
泥
岩
が
混
在
し
て
い
る
の

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
小
仏

層
群
の
地
層
を
構
成
し
て
い
た
の

で
長
房
は
海

の
底
だ

っ
た
こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
形
を
眺
め
な
が
ら
散
策

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（文
中
の
図
は
２
０
１
７
年
、
市
制

１
０
０
周
年
事
業
で
船
田
小
学
校
の

地
域
説
明
会
に
使
用
し
た
も
の
で
す
）

家
康
が
東
照
宮
に
祀
ら
れ
て
以

来
、
日
光
街
道
の
宿
場
町
、
栃
木

は
商
都
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

r● 0‐ ■日‐‥

iと

L.._H_H

「

．

昨
年
Ｈ
月
２５
日
の
管
外
研
修
は

そ
の

「蔵
の
街
」
の
小
江
戸
情
景

を
船
で
遊
覧
す
る
予
定
で
し
た
が
、

台
風
１９
号
の
水
害
に
よ
り
市
内
を

流
れ
る
巴
波

（う
ず
ま
）
川
の
航

路
に
中
州
が
で
き
、
遊
覧
船
は
残

念
な
が
ら
運
休
で
し
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
住
民
協

の
４０

人
は
三
百
年
前

の
蔵
を
改
築
し
た

「蔵
の
街
美
術
館
」
や

「と
ち
ぎ

秋
ま

つ
り
」
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
と

実
物
の
山
車
と
で
再
現
す
る

「山

車
会
館
」
な
ど
を
巡
り
、
土
地
の

名
産
だ
と
い
う
湯
葉
、
豆
腐
料
理

の
昼
食
の
後
、
石
の
里
、
大
谷
に

向
か
い
ま
し
た
。

大
谷
資
料
館
は
採
掘
場
跡
を
公

開
し
て
お
り
、
地
下
に
は
広
さ

２

万
２ｍ
ヽ
深
さ

３０
ｍ
か
ら

６０
ｍ
に
及

ぶ

幻
想
的
な
大
空
間
が
拡
が

つ

て
い
ま
し
た
。

坑
内

の
平
均
気
温
は
８
度
前
後

で
第
２
次
大
戦
中
は
、
地
下
倉
庫

や
軍
需
工
場
と
し
て
、
戦
後
は
政

府
米
の
貯
蔵
庫
と
し
て
使
用
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

現
在
で
は
映
画
、
テ
レ
ビ
の
撮

影
や
各
種

コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇
や

ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
、
フ
ア
ッ
シ
ヨ
ン

シ
ョ
ー
の
ス
テ
ー
ジ
、
美
術
展
な

ど
多
目
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

は
１０
組
の
カ
ツ
プ
ル
が
こ
こ
で
挙

式
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
後
、
餃
子
の
聖
地
と
呼
ば

れ
て
い
る
宇
都
宮
に
寄
り
、
餃
子

を
土
産
に

一
行
は
晩
秋
の
栃
木
を

あ
と
に
し
ま
し
た
。

船
田
町
会
　
平
田
哲
男

ガ
イ
ド
に
よ
る
と
日乍
年

土蔵が立ち並ぶ栃本市内

採掘場跡は 今、イベントスペースに
船田町会 平田哲男で しょっか。

地球一周まで

あと7000km
船田町会 吉村靖夫 さん

吉村さんの趣味は日本全国を「歩くこと」

です。本格的に歩き始めたのは、東京高専

教授を退職 した 17年ほど前でした。

「時間に余裕ができたので 日本を一周 しよ

うと思いました。まず稚内まで行き、そこ

か ら日本列島の 日本海側の海岸線をできる

だけ忠実に辿 り、北海道、東北、北陸、中

国、九州と10か月ほどかけて歩きました」

2、 3年後、今度は反対に、九州、四国、

近畿、中部、関東 と、太平洋側の海岸線を

歩いて、 日本列 島

の 「なぞ り歩 き」

を達成 しました。

以降は内陸部 の

さま ざまなルー ト

を重 な らない よ う

に歩 き繋 ぎ、現時

点での歩行距離 の

合計は、 33100kmに

達 じました。

「私はただ歩 くだけ、観光地を目指す とい

うこともない、体を鍛えるためでもない、

人を訪ねるわけでもない、途中に名所、旧

蹟、景勝地などがあっても足をのばさない、

ひたす ら歩 くことに集 中 したいんです。

『何のために ?』 とよく人に聞かれますが、

目的はないんです。ただ最近は、 トータル

で地球 1周分の距離は歩きたいと、なんと

なく意識 しはじめました」

吉村 さんは今年、80歳 にな ります。求道

的にも見えるこの歩きに、ゴールはあるの

L
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長
房
台
自
治
会

創
立
６。
周
年
記
念
式
典

長
房
台
自
治
会
は
昨
年
９
月
で

創
立
６０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

昭
和
３２
年
、
市
営
住
宅
の
土
地

造
成
が
始
ま

つ
た
頃
、
南
浅
川
周

辺
は
雑
木
林
や
低
い
丘
陵
地
で
、

見
渡
す
限
り
の
畑
で
し
た
。
昭
和

３４
年
に
５２
世
帯
、

３５
年
に
６０
世
帯
、

３６
年
に
は
入
居
総
数
が
１
８
６
世

帯
を
超
え
、
自
治
会
の
運
営
も
活

発
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
３８
年
に
は
四
、
五
階
建
て

が
建
設
さ
れ
、
市
営
住
宅
長
房
第

一
団
地
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

今
回
の
式
典
に
あ
た
り
役
員
会

センター利用グループの紹介 (9)

ゆ術
きょう

彊日本最初の健康体操
じ
白
目

は
、
こ
れ
ま
で
自
治
会
に
功
労
の

あ

つ
た
‐４
人
の
方
に
、
感
謝
状
と

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

長
房
台

　

古
見
吉
男

第
１２
回

・
住
民
協

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
開

昨
年
１２
月
１
日
、
長
房
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

６２
名
参

加
の
も
と
開
催
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
楽
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

男
子
１
位
は
西
団
地
、
植
松
昭

さ
ん
、
２
位
は
同
じ
く
西
団
地
、

東
谷
恵
広
さ
ん
、
３
位
は
船
田
、

油
井
千
代
市
さ
ん
。

女
子
１
位
は
船
田
、
高
橋
澄
子

さ
ん
、
２
位
は
西
団
地
、
平
山
三

保
子
さ
ん
、
３
位
は
船
田
、
織
田

澄
江
さ
ん
で
男
女
双
方
１
位
に
優

勝
カ
ッ
プ
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

運
営
は
、
書
記

ｏ
松
本
さ
ん
、

体
育
部
か
ら
白
田
さ
ん
、
梶
原
さ

ん
、
三
井
さ
ん
、
長
房
台

ｏ
古
見

さ
ん
等
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

（松
葉
）

都̈
営
住
宅
口
地
跡
の

一　
　
　
工
事
進
捗
状
況

旧
都
営
第
２
団
地
の
跡
地
に
ス
ー

パ
ー
ア
ル
プ
ス
や
、
医
療
施
設
建

設
の
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

現
在
進
行
中
の
地
下
駐
車
場
の

Lt-!rtrirarr rtrrrrrrrtrtrtrr-rrtrtrl-aJ

『 自彊術』は大正5年に日本で生まれた運動療法で

もある健康、医療体操です。呼吸法を用いて、31

の動作を行 うことで全身運動となり自分で自分を

揉み解す体操です。自律運動を調整し、心身のア

ンバランスから起る様々な症状に効果があ ります

毎週金曜 日、長房市民センターで、10時～12時

まで行つています。年齢 。性別を問いません。健

康でいたいと願 う方は一度体験 して見て下さい。

(誰でも出来ます)

連絡先  : 伊藤和子 (080-5020-6106)

公益社団法人 自彊術普及会

第 7回 目になります。「長房周辺散策記」読者の方
々をお誘いして、今回は中郷、城山手を散策 しま

す。坂を登ることがあります。
○日時 2月 8日 (土 )、 9時～12時 (雨天延期)

○自由参加、参加費無料
○予約不要 (9時までにお集まりの方がメンバー)

○歩きやすい服装、飲み物をご用意下さい。
○長房住民協議会の活動として伊藤 (■L664-2062)
がご案内します。

工
事
は
、
埋
物
用
の
受
水
タ
ン
ク

や
、
支
柱
、
パ
イ
プ
の
除
去
や
土

砂
の
移
動
に
、
毎
日
１
０
０
台
以

上
の
ダ
ン
プ
が
稼
働
し
、
４
割
ほ

ど
片
付
い
た
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。

西
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明
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6回目のウォーク、自山神社周辺

長房ふれあいウォークヘのお誘い


